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繰延税金資産の計上と通期業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

 

平成 28年 3月期決算において繰延税金資産を計上することをお知らせするとともに、繰延税金資産の計上

等を要因として昨年 5月 12日の平成 27年 3月期決算発表時に開示した平成 28年 3月期（平成 27年 4月 1日

～平成 28年 3月 31日）の業績予想と実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。  

 

 

1.繰延税金資産の計上について 

  近年の業績推移や平成 28 年 3 月期決算及び今後の業績動向を踏まえ、当社における繰延税金資産の回収

可能性について慎重に検討した結果、平成 28 年 3 月期決算において回収可能性のある部分について繰延税

金資産を計上することといたしました。また、同計上等にともない法人税等調整額（△は利益）が、△102

百万円となりました。 

 

2.平成 28年 3月期（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日）の業績予想と実績との差異 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,000 

百万円 

240 

百万円 

100 

百万円 

60 

円 銭 

3  70 

実 績 （ Ｂ ） 9,208 227 113 163 10 00 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 208      △12 13 103 6 30 

増 減 率（ ％ ） 2.3 △5.2 13.3 172.7 170.2 

（参考）前期実績 

（平成 27年 3月期） 
8,648 185 59 61 3 74 

≪修正の理由≫ 
   売上高につきましては、主力製品である紫外線吸収剤の売上高が販売数量増加や販売価格の一部改定等か

ら予想対比増加し、経常利益も営業外収益で還付事業税等を 12 百万円計上したこと等から予想対比増加い

たしました。当期純利益につきましては、繰延税金資産を計上したこと等にともない法人税等調整額（△は

利益）が、△102百万円となり予想数値対比大幅に増加したものであります。 

 

 

以上 

会 社 名 ケ ミ プ ロ 化 成 株 式 会 社  

代 表 者 名 代表取締役会長兼社長 福岡 直彦 

（コード：４９６０ 東証第 2部） 

問 合 せ 先 

        

常務取締役管理本部長 兼俊 寿志 
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